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 平成２６年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

記 

 

１．学校関係者評価委員 

  （１）工藤 秀機（文京学院大学 学長） 

  （２）佐藤太智郎（特別養護老人ホーム江古田の森 施設長） 

  （３）原島 宏明（総合東京病院 リハビリテーション科長） 

  （４）山本  隆（介護老人保健施設あさがお）【本校卒業生】 

  （５）浦田祐美子（リハビリデイサービスまんぞく 所長）【本校卒業生】 

 

２．学校関係者評価委員会の開催状況 

   第１回：平成２７年６月２８日（日）（彰栄リハビリテーション専門学校会議室） 

   第２回：平成２７年８月３０日（日）（彰栄リハビリテーション専門学校会議室） 

   第３回：平成２８年２月２８日（日）予定（彰栄リハビリテーション専門学校会議室） 

 

３．学校関係者評価委員会報告 

   別添１参照 

 

以上 

 

 

 

 

 

 



２０１４年度自己点検及び自己評価報告書による評価報告（別添１） 

 

 

【教育目標と本年度の重点目標の評価】 

 特に問題はないが、今後も目標達成に向け継続して欲しい。 

 

【基準１．教育理念・目的・育成人材像】 

 仕事の魅力や内容については、しっかり学生に理解させて欲しい。 

 卒業生への社会的評価を行うことで、教育内容の見直し等に活かせるのではないか。 

 

【基準２．学校運営】 

 事業計画の考え方・方針・目標の内容が理解しづらいため、わかりやすい内容に修正する。 

 学校運営のために様々な規程があると思うが、その見直し体制について検討が必要ではないか。 

 

【基準３．教育活動】 

 全授業科目について、授業評価実施の検討が必要ではないか。 

 

【基準４．学修成果】 

 就職後の状況を把握するために、卒業生が就職先に継続して勤務しているかの調査を実施して 

 みてはどうか。 

 国家試験不合格者について、入学試験時の成績がどうであったかを調査してみてはどうか。 

 

【基準５．学生支援】 

 学生に対する作業療法士助手のアルバイト及び介護助手のアルバイトは学習にも役立つことか 

 ら、今後も継続して欲しい。 

 

【基準６．教育環境】 

 特に学生に対する防災指導について、マニュアルを含め検討が必要ではないか。 

 

【基準７．学生の募集と受入れ】 

 特に問題はないが、継続して検討を行う。 

 

【基準８．財務】 

 特に問題はないが、継続して検討を行う。 

 

【基準９．法令等の遵守】 

 特に問題はないが、継続して検討を行う。 

 

【基準１０．社会貢献・地域貢献】 

 学生のボランティア等を通じて、社会貢献及び地域貢献を図ってみてはどうか。 


